


■
行
政
報
告

○
曽
爾
村
土
地
開
発
公
社
の
令
和
４
年
度

決
算
及
び
令
和
５
年
度
予
算
に
つ
い
て

○
一
般
財
団
法
人
曽
爾
村
観
光
振
興
公
社

の
令
和
４
年
度
決
算
及
び
令
和
５
年
度

予
算
に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
曽
爾
村
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
曽
爾
村
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報

告
に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
曽
爾
村
教
育
委
員
会
の
権

限
に
属
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の

状
況
の
点
検
及
び
評
価
の
報
告
に
つ
い

て
■
専
決
処
分
の
承
認

□
令
和
５
年
度
曽
爾
村
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
既
定
の
直
営
診
療
施
設
勘
定
の
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
７
５
３
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
２
６
，

３
６
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
専
決
処
分
の
内
容
は
、
直
営
診
療
施
設

勘
定
に
お
い
て
、
歳
入
が
歳
出
に
対
し
て

７
５
３
千
円
の
不
足
額
が
生
じ
た
た
め
、

主
な
議
案
と
審
議
結
果

地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
６
条
の
２
の

規
定
に
基
づ
き
、
繰
上
充
用
措
置
を
行
っ

た
５
月
31
日
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

も
の
で
す
。

■
補
正
予
算

□
令
和
５
年
度
曽
爾
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

・
規
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ 

７
，
１
８
４
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ

れ
ぞ
れ
２
，
５
３
２
，
１
５
７
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
人
事
異
動
等
に
伴
う
人

件
費
７
，
０
１
７
千
円
の
減
額
補
正
、
地

域
総
合
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
転
経
費
及
び
試

行
運
営
委
託
経
費
等
３
，
２
４
４
千
円
、

物
価
高
騰
に
直
面
す
る
住
民
税
非
課
税
世

帯
を
支
援
す
る
た
め
の
給
付
金
事
業
９
，

７
３
４
千
円
な
ど
の
増
額
補
正
で
す
。

□
令
和
５
年
度
曽
爾
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）〔
追
加
上
程
〕

・
規
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
，
１
０
０
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ

れ
ぞ
れ
２
，
５
４
７
，
２
５
７
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
６
月
２
日
豪
雨
に
よ
り
村
道
掛
愛
宕
線

の
法
面
崩
壊
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
災
害

復
旧
認
定
を
受
け
る
た
め
の
測
量
設
計
及

び
土
質
調
査
の
委
託
料
、
応
急
対
策
業
務

な
ど
の
増
額
補
正
で
す
。

■
同
意
案
件

□
公
平
委
員
会
委
員
（
２
名
）

・
曽
爾
村
小
長
尾　
大
向
重
信 

氏

・
曽
爾
村
葛　
　
　
佐
伯
和
美 

氏

□
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員（
３
名
）

・
曽
爾
村
掛　
　
　
今
西
清
秀 

氏

・
曽
爾
村
小
長
尾　
大
向
正
憲 

氏

・
曽
爾
村
伊
賀
見　
坂
井
英
治 

氏

□
曾
爾
村
農
業
委
員
会
委
員
に
占
め
る
認

定
農
業
者
等
ま
た
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る

者
の
割
合
を
４
分
の
１
と
す
る
こ
と
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

□
農
業
委
員
会
委
員
（
11
名
）

・
曽
爾
村
掛　
　
　
大
谷
一
美 

氏

・
曽
爾
村
小
長
尾　
大
向
林
也 

氏

・
曽
爾
村
山
粕　
　
新
山　
保 

氏

・
曽
爾
村
太
良
路　
瀧
阪　
昇 

氏

・
曽
爾
村
今
井　
　
田
合
廣
明 

氏

・
曽
爾
村
長
野　
　
田
合
松
夫 

氏

・
曽
爾
村
太
良
路　
寺
前
道
子 

氏

・
曽
爾
村
塩
井　
　
中
河　
力 

氏

・
曽
爾
村
伊
賀
見　
萩
原　
茂 

氏

・
曽
爾
村
伊
賀
見　
橋
本
秀
雄 

氏

・
曽
爾
村
葛　
　
　
森
本
裕
男 

氏

■
審
議
結
果

  

専
決
処
分
の
承
認
、
補
正
予
算
、
同
意

案
件
な
ど
、
原
案
の
と
お
り
承
認・可
決・

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

■
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議

会
議
員
の
選
挙

  

町
村
議
会
議
員
か
ら
選
出
す
る
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
議
員
に
２
名
の
欠
員

が
生
じ
、
町
村
議
会
議
員
４
名
が
立
候
補

し
た
た
め
、
広
域
連
合
規
約
第
８
条
の
規

定
に
よ
り
選
挙
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
第
２
回
曽
爾
村
議
会
定

例
会
は
、
６
月
９
日
か
ら
同
月
16
日

ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

16
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ

　
次
回
の
定
例
会
は
、
９
月
で
す
。

　
本
会
議
や
常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会

は
一
般
に
公
開
さ
れ
、
ど
な
た
で
も
自
由

に
傍
聴
で
き
ま
す
。
傍
聴
は
、
議
会
活
動

に
触
れ
る
最
も
身
近
な
方
法
で
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
議
員
の
活
動
や
村
政
の
方
針
な

ど
を
実
地
に
見
聞
で
き
る
議
会
の
傍
聴
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　
傍
聴
に
あ
た
っ
て
は
、
会
議
当
日
に
議

場
傍
聴
席
入
り
口
に
あ
る
傍
聴
人
受
付
簿

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
ご
記
入
し
て
い

た
だ
く
だ
け
で
傍
聴
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。

　
な
お
、
議
会
日
程
等
は
、
自
治
体
放
送

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
２
名
の
議
員
か
ら
５
つ
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
質
問
の
主
題
は
次
の
と
お

り
で
す
。
詳
細
は
次
月
号
に
掲
載
し
ま

す
。 

（
発
言
順
）

４
番　
大
向　
實 

議
員

①
村
が
管
理
し
て
い
る
公
衆
ト
イ
レ

に
つ
い
て

②
高
校
生
等
の
通
学
限
定
車
両
の
必

要
性
に
つ
い
て

７
番　
木
治
正
人 

議
員

③
村
民
憲
章
の
掲
示
に
つ
い
て

④
曽
爾
村
む
ら
づ
く
り
基
本
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

⑤
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
に
つ
い
て

一
　
般
　
質
　
問

議会だより
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むらの話題
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７月は「社会を明るくする
� 運動」強調月間です

７月は差別をなくす強調月間です
～誰もがありのままで輝ける社会の実現を～

　曽爾村では、保護司会及びひまわりの会
（旧更生保護女性会）が中心となって「犯罪
や非行を防止し、立ち直りを支える地域の
チカラ」を統一標語に、活動しています。　
　近頃、空き家を狙った窃盗や特殊詐欺等
が増えています。外出時や就寝時の戸締ま
りや防犯電話の活用など防犯意識を持つこ
とが大切です。
　村民一人ひとりがそれぞれの立場で力を
合わせて、犯罪や非行のない明るい地域社
会を築きましょう。
 曽爾村役場　総務課

○開催日時
　2023（令和５）年７月７日（金）
　受付19：00　開会19：30

○開催場所
　曽爾村振興センター

○内　　容
　講演『「障害福祉」からのまちづくり～
　　　　NPO 法人アクティブセンター　うだの実践より』
　講師　NPO 法人アクティブセンターうだ
 理事長　廣瀬　朋 氏

差別のない明るい村づくりをすすめましょう。

「差別をなくす村民集会」を開催します。

　いじめ・体罰・不登校・児童虐待などの子ど
もの人権に関わる問題について、人権擁護委員
及び法務局職員が下記のとおり無料・秘密厳守
で相談に応じます。

記
１．日　時　令和５年８月23日（水）から
　　　　　　８月29日（火）まで
　　　　　　午前８時30分から午後７時まで
　　　　　　ただし、土・日曜日は午前10時
　　　　　　から午後５時まで
２．全国一斉「こどもの人権相談」電話番号
　　０１２０－００７－１１０（フリーダイヤル）
　　※携帯電話・スマートフォン使用可、
　　　一部のＩＰ電話使用不可
３．対　象　県内在住の児童・生徒及び
　　　　　　その保護者などの大人
４．相談員　人権擁護委員及び法務局職員
５．お問合せ　奈良地方法務局人権擁護課
　　　　　　　☎0742－23－5457

全国一斉「子どもの人権相談」

お知らせ
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◆保険料免除制度とは
　所得が少なく本人・世帯主・配偶者の前年所得（１月から６月までに申請される場合は前々年所得）が一定
額以下の場合や失業した場合など、国民年金保険料を納めることが経済的に困難な場合は、ご本人から申請書
を提出いただき、申請後に承認されると保険料の納付が免除になります。
　免除される額は、全額、４分の３、半額、４分の１の４種類があります。
◆保険料納付猶予制度とは
　20歳から50歳未満の方で、本人・配偶者の前年所得（１月から６月までに申請される場合は前々年所得）が
一定金額以下の場合には、ご本人から申請書を提出いただき、申請後に承認されると保険料の納付が猶予され
ます。
◆手続きをするメリット
・保険料を免除された期間は、老齢年金を受け取る際に２分の１（税金分）が受け取れます。（手続きをされず

未納となった場合、２分の１（税金分）は受け取れません。）
・保険料免除・納付猶予を受けた期間中に、ケガや病気で障害や死亡といった不測の事態が発生した場合、障

害年金や遺族年金を受け取ることができます。
    ※詳細については下記までお問い合わせください。
◆失業等による特例免除
　失業した場合も申請することにより、保険料が免除となったり、保険料の納付が猶予となる場合があります。
免除・猶予申請書を提出される場合は、次の書類が必要です。（申請は毎年必要です。）

【雇用保険の被保険者であった方が失業等による申請を行う場合】
　雇用保険受給資格者証、雇用保険受給資格通知または雇用保険被保険者離職票のコピーなど
◆その他
・学生の方はこの制度を利用いただけません。「学生納付特例制度」を利用してください。
・出産の際の免除については、別途免除制度がありますのでご相談ください。

◆特定小型原動機付自転車の取り扱いについて
　令和５年７月３日から、特定小型原動機付自転車用の標識番号を住民生活課で交付します。
　最高速度20キロメートル毎時以下の電動キックボードなど、令和５年７月１日から16歳以上であれば運転免
許証なしでも公道走行可能となる特定小型原動機付自転車は、従来の原動機付自転車と同様に軽自動車税（種
別割）が課税されます。同日以降に取得した場合は、住民生活課で専用の標識番号（ナンバープレート）を交
付しますので申告してください。
　なお、特定小型原動機付自転車（種別割）は年額2,000円が課されます。
◆特定小型原動機付自転車の要件について
　特定小型原動機付自転車として登録するためには、以下の要件をすべて満たす必要があります。
　・長さ1.9メートル以下、幅0.6メートル以下であること
　・原動機の定格出力が0.6キロワット以下であること
　・最高速度が20キロメートル毎時以下であること
　・道路運送車両の保安基準等を満たしていること

（注意）特定小型原動機付自転車にあたる電動キックボードを公道で運転できるのは16歳以上の方に限られます。
◆申告手続きについて
　村内の住所を定置場として登録する場合は、住民生活課で申告を行ってください。
　●新規購入（または譲受）による登録時に必要なもの
　　・軽自動車税申告書（様式は住民生活課にあります）
　　・販売証明書（譲受の場合は、譲渡証明書）
　　・本人確認書類
　［注意］販売証明書（または譲渡証明書）から特定小型原動機付自転車と判断できない場合は、要件を満たす

ことがわかる書類・パンフレット等を持参してください。

特定小型原動機付自転車 (電動キックボード等）標識の交付について

国民年金保険料免除・猶予制度について

【お問い合わせ】曽爾村役場　住民生活課　☎0745－94－2102

【お問い合わせ】桜井年金事務所　☎0744－42－0033　／　曽爾村役場　住民生活課　☎0745－94－2102

お知らせ
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１．第１次試験日／教養試験・論（作）文試験：９月17日（日）
　　　　　　　　　体力試験・口述試験：10月７日（土）、８日（日）のうち指定する１日
２．受験資格／警察官（大卒区分）：平成２年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法による大学
　　　　　　　　（短期大学を除く）を卒業した人又は令和６年３月末日までに卒業見込みの人
　　　　　　　警察官（大卒区分以外）：
　　　　　　　　平成２年４月２日から平成1８年4月1日までに生まれた人で、上記以外の人
３．受付期間／郵送（簡易書留で）
　　　　　　　持参（直接下記受験申込先へ）：７月５日（水）～８月18日（金）
　　　　　　　インターネット（県警ホームページから）：７月５日（水）～８月14日（月）
４．問合せ・受験申込先／奈良県警察本部警務課採用係　〒630-8578 奈良市登大路町80番地
　　　　　　　　　　　　☎0120－351－204（採用フリーダイヤル）
　　　　　　　　　　　　URL　https://www.police.pref.nara.jp/

令和５年度奈良県警察官（第２回）採用試験情報

お知らせ
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業 務 内 容　　シルバー人材センターの事務
　　　　　　　　　　発注者からの委託内容の現場管理確認等
雇 用 形 態　　パートタイム
雇 用 期 間　　令和５年９月１日～令和６年３月31日
　　　　　    　　　　※勤務成績等が良好な場合に更新することができます。
応 募 条 件　　宇陀郡・宇陀市在住
　　　　　　　　　　パソコン作業ができる方（ワード、エクセル他）
年　　　　　　齢　　令和５年７月１日現在概ね65歳以下の方
必要な免許・資格　　普通自動車運転免許
採 用 人 数　　１名
就 業 時 間　　月曜日～金曜日　　午前８時30分～午後５時15分（休憩時間１時間）
休　　　　　　日　　土・日・祝日
賃 金 形 態　　時間給制、通勤手当
賃　　　　　　金　　時給　922円
加 入 保 険　　雇用保険（年齢制限有）　 労災
申 込 締 切　　令和５年８月18日（金）　午後５時までに持参又は郵送。（必着）
提 出 書 類　　履歴書、免許証の写し
選 考 方 法　　書類選考及び面接
そ　　　の　　　他　　応募書類は返却致しません

 本校は、遠く大正12（1923）年４月、宇陀郡榛原町（現在　宇陀市榛原）に前身であ
る県立宇陀高等女学校として創設されました。その後、昭和23年戦後の学制改革により、
男女共学の県立榛原高等学校として校名を改称して、新たな歩みを始めました。昭和47
年には、校地を宇陀川のほとりから富士見ヶ丘の高台に移し、現在の校舎が誕生しまし
た。そして、平成16年４月には、県立高校再編計画に基づき、県立室生高等学校と統合し、
県立榛生昇陽高等学校として生まれ変わりました。
  このように、本校は幾多の変遷を経ながらも、その時代の要請に応じて、宇陀高女・榛原・
室生・榛生昇陽を合わせて、２万有余名の卒業生を送り出しています。

  県立宇陀高等女学校として門扉を開いた時から、百年（紀寿）の歳月を重ね、本年、令和５（2023）
年に創立百周年という慶賀の時を迎えています。この記念すべき佳節に当たり、創立百周年記念事業を
企画して、専心準備を進めているところです。
　本年11月12日（日）には、創立百周年記念式典の実施や記念誌の発刊等を予定するとともに、学校生
活を送る生徒の学習環境の充実を図るべく、施設・設備の整備などに努めているところです。

　つきましては、長い歴史のなかで、多大のご協力・ご支援を賜りました地域の皆様には、感謝を申し
あげますとともに、誠に恐縮ではございますが、本校の創立百周年記念事業の一つである校内の学習環
境の整備を行う資金といたしまして、ぜひともご寄付を仰ぎたく、謹んでお願いいたします。なお、ご
協力いただける方は、下記の事務局にご連絡ください。

　なお、昨年４月、共に大正12年に開校した本校と大宇陀高等学校が統合され、両校の歴史と伝統を継
承する県立宇陀高等学校が誕生して、宇陀の地で唯一の、地域の誇り得る県立学校として、新たな歴史
の一歩を踏み出しました。引き続きより一層のご支援を賜りますようお願い申しあげます。

曽爾村シルバー人材センター職員募集について

奈良県立榛生昇陽高等学校等創立百周年のお知らせとお願い

【お問い合わせ】　曽爾村シルバー人材センター
　〒633－1211　奈良県宇陀郡曽爾村塩井991－1老人福祉センター内　☎0745－96－2133

【お問い合わせ】　奈良県立榛生昇陽高等学校等創立百周年記念事業実行委員会  事務局
　　　　　　　　〒633－0241　奈良県宇陀市榛原下井足210番地　奈良県立榛生昇陽高等学校内
　　　　　　　　☎0745－82－0525  FAX0745－82－7606

100年の歴史
新たな舞台へ
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